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お茶の⽔⼥⼦⼤学理系⼥性育成啓発研究所 沿⾰

2015年4⽉ ⽂部科学省国⽴⼤学改⾰強化推進事業として奈良⼥⼦⼤学と連携し
て理系⼥性教育開発共同機構を設置

機構⻑はお茶の⽔⼥⼦⼤学と奈良⼥⼦⼤学とが２年おきに交代で選出していた。
合同シンポジウム等を開催していた。

2022年4⽉ お茶の⽔⼥⼦⼤学理系⼥性育成啓発研究所を設置

第4期中期計画の教育改⾰のために新設した組織である総合知開発研究機構の下の研究所となる。
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研究所の⽬的

・理系⼥性教育開発共同機構の7年間に渡る活動で蓄積された成果をさらに
発展させ、⼥⼦学⽣・⽣徒の理⼯系分野の選択促進及び理⼯系⼈材の育成
に資することを⽬的としています。
・我が国の理⼯系⼥性⼈材の層を厚くするために、初等・中等教育におい
て⼥⼦⽣徒が理⼯系分野に興味や関⼼を抱く機会を設定します。
・⼥⼦⽣徒の周囲で進路選択に⼤きな影響を与える保護者及び教員に対し
ても、理⼯系分野への進路選択について理解を促進させる活動を⾏います。
・理⼯系で学んだ後のキャリアパスを考える機会も提供します。
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活動紹介

• 2022年度の取組（イベント）の概要
•継続的な取組：理系⼥性ロールモデル講演会の紹介
•特徴的な取組の紹介
•教員・保護者向けの取組の紹介

この他に新しい教材開発や、ホームページでの科学情報の発信などを⾏なっています

第6回理⼯系⼥⼦応援ネットワーク会議



活動紹介
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2022年度の企画

リケジョ-未来シンポジウム

参加者の理系への関⼼ ⾼い

参
加
者
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
+
へ
の
意
欲

理系進学⾼
い

海の⽣き物観察会
クイズから始めるサイエンス

プログラミングセミナー

先端科学セミナー

働き⽅講演会

リーダーシップセミナー
（リケジョイノベーション）

グローバル講演会

フロントランナーセミナー

DXセミナー

VR体験セミナー

⾃⼰財源継続的な取組

座談会

2022年度

JST事業

陸の植物観察会

⾃⼰財源

この他に教員・保護者向け講演会を開催

JST⼥⼦中⾼⽣の理系進路選択⽀援プログラム：理系フロントランナーへの挑戦プログラム
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継続的な取組
理系⼥性ロールモデル講演会 リケジョ-未来シンポジウム

n 対象：⼥⼦中⾼⽣およびその保護者

n ⽬的：理系への興味や関⼼を喚起し，理系に進学した⼥性の将来と理系に進むこ
との意義について理解を促し，理系への進路選択の促進を図る．

n 講演：社会で活躍中の若⼿理系⼥性（主に本学卒業⽣，20代後半〜30代後半）

n 内容：理系進学や専⾨を選択したきっかけやいきさつ，⾃⾝の中⾼⽣時代の話，
⼤学・⼤学院での学びがどのように役⽴っているか，現在の仕事の概要や
やりがいについてなど．
講演後に質疑応答の時間を設置，さらにシンポジウム終了後，希望者には
登壇者とより近い距離間で交流する懇談会の場を提供．
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基本構成

n 対⾯

n オンライン（Zoom）

講演：原則3 名
約25 分/⼈

司会：本学 “リケジョ学⽣”

質問票
に記⼊

質問票に基づき質疑応答
ファシリテーター：
本学附属学校理系教員等

希望者が残り，話したい
講演者の卓へ⾏って交流．
席移動⾃由．申込制．

講演の部 パネルディスカッション
アンケート
⽤紙に記⼊ 懇談会

講演：2 名
約25 分/⼈

ホスト：機構メンバー

チャットで
質問記⼊

講演者と司会が画像on．
チャットに書きこんだ質問
者から直接質問してもらう．
可能であれば画像・マイク
on．声のみでも可．

希望者が残り，講演者と
進⾏役の学⽣が1 ⼈ずつ
⼊ったブレイクアウト
ルーム2 部屋に振り分け．
途中で講演者を⼊れ替え．

講演の部 質疑応答
投票機能で
アンケート ブレイクアウト

セッション

※事前に参加マニュアル送付．
開始30分前より待機室にて受付後，⼊室．
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全⾯オンラインへ

n 第25回 2020.8.29
ブレイクアウトセッション各ルームでの
進⾏役を本学理系学⽣とする．
オンライン開催の運営⽅針が固まる．

2020.11.2 毎⽇新聞
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初めてのハイブリッド開催

n 第33回 2022.6.19
n オンライン推定参加者 87名
n 対⾯参加者 29名 （定員30名）
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地⽅開催は「個別対応」
・後援組織･担当者，地域の協⼒者
・会場選定，講演者選定
（電⾞，駐⾞場，会場アクセス・設備等）
・⾏事⽇程や進学状況，気候，地域的
事情等の把握

・参加へのハードルが⾼いと思われる
場合はあるが，来場者は極めて熱⼼．

・⽣徒の参加割合が⾼い（保護者同伴
が少ない）．

地⽅開催

第6回理⼯系⼥⼦応援ネットワーク会議

コロナ禍以降は休⽌しているが、様⼦を⾒て再開
したいと考えている



活動紹介

• 2022年度の取組（イベント）の概要
•継続的な取組：理系⼥性ロールモデル講演会の紹介
•特徴的な取組の紹介
•教員・保護者向けの取組の紹介

第6回理⼯系⼥⼦応援ネットワーク会議



特徴的な取組（2021年の紹介）
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第１回 ７⽉１８⽇（⽇） 第２回 １２⽉１９⽇（⽇）

グローバル講演会

進⾏役はオックスフォード⼤学
等での研究歴の⻑い⼥性教員
必要に応じて通訳も務める

マックスプランク研究所の研究
者がドイツから配信

⽇本企業勤務の外国⼈研究者

中⾼⽣時代を外国で過ごした
研究者が海外での体験を語る

お茶の⽔⼥⼦⼤学の外国⼈
教員が海外の理系事情を語る
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特徴的な取組（2021年度）
VR体験セミナー
１１⽉２１⽇（⽇）

・VR専⽤のSNS「cluster」でお茶の⽔⼥⼦⼤学の講堂を模した空間に参加者がアバターを操作して集まる。
・講演会と座談会を⾏う。
・同時にyou tubeでライブ配信を⾏う。

司会者 講演会の様⼦ 現役学⽣との座談会
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2022年度も6⽉、11⽉に開催



特徴的な取組（2021年度）
リーダーシップセミナー
リケジョ・イノベーション

２⽉２０⽇（⽇）

理系で学んだ⼥性起業家が
将来の選択肢として会社を

経営する未来を語る
モデレーターは連携機関

の⼥性経営者が担当

これまでの理系⼥性ロールモデ
ル講演会とは違った視点から
ディスカッションを⾏う
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特徴的な取組（2021年度）
⼯学⼥⼦を増やすために

アバナード（株）
代表取締役が講演

を⾏った

2022年度も12⽉に開催
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教員・保護者向け講演会
• 教育関係者向けのシンポジウムは2015-2021年度に６回開催した。
• 教員・保護者の両者を対象としたシンポジウムを2021年度から開催している。
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附属幼稚園保護者対象セミナー

⽬的
幼児期からサイエンスへの興味をもつことがその後の学校教育における理数系への関⼼を

⾼めると⾔われていること，また，⼥⼦は保護者（特に⺟親）の影響を受けやすいことか
ら，
まずは保護者がサイエンスに親しむ機会を提供することを⽬的とする．さらに，⼦どもへの
波及効果も期待している．

対象
本学附属幼稚園の保護者（約160名）

時間
対⾯：⼦どもを園に預けている時間帯
動画配信：⼦どもとの視聴を考慮し30分以内
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今後の課題

• 理系に関⼼が薄い層（進路選択を考えていない層）へのアプローチの⼯夫
• ⼥⼦中学⽣の視点に⽴った取組の⼯夫
• 保護者への啓発活動
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